











































































































































































ンは、フランス革命発生後の 1789 年 9 月、オデオンのあるコルドリエ地区の議長となった。カ
フェ・プロコープの裏手にあるコメルス・サンタンドレ通りに居を構え、カフェ・プロコープの常
連であった。1790 年 4 月にはコルドリエ・クラブを結成した。メンバーにはデムーランやマラー、
そして急進派のエベールなどがいた。また、ジロンド派内閣においては司法大臣を務めている。ダ
ントンは弁護士であったこともあり弁舌に優れ、いくつか記憶に残る演説を残している。例えば、
1792 年 9 月 3 日、立法議会において「祖国の敵を打倒するためには豪胆さが必要であり、その上
にさらに豪胆さが、そして常に豪胆さが必要なのである（Pour vaincre les ennemis de la partie nous 
faut de lʼaudace. Encore de lʼaudace et toujours de lʼaudace.）」と演説したが、この演説は対外戦争を
進めていたフランス軍がヴェルダンで敗れた翌日に行われたものであり、「豪胆演説」として知ら
れている。また、1793 年 8 月 15 日には、国民公会において「パンの後には、人民にとって何より
も必要なのは教育である（Après le pain, lʼéducation est le premier besoin du people.）」と演説してい
る。マラーやロベスピエールと並んで革命の指導者として大きな影響を与えたダントンであった
が、その後、国民公会のもとで恐怖政治が展開する中でロベスピエール派と対立し、逮捕、処刑さ
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（追記）
　本稿は、2013 年 11 月 2 日、宮城学院女子大学附属人文社会科学研究所の主催したシンポジウム「フランスのカ
フェ文化―カオスから生まれる創造力」での報告をもとに、加筆修正したものである。
